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(57)【要約】
【課題】製造費用が減少され、光を均一に出力するバッ
クライトアセンブリを含んで表示品質が向上された表示
装置を提供する。
【解決手段】本発明による表示装置は、光を発生、出射
するバックライトアセンブリと、前記光を受けて画像を
表示する表示パネルとを有し、前記バックライトアセン
ブリは、前記光を発生させる発光ユニットと、前記発光
ユニットから提供された光を前記表示パネル側へガイド
し、側面から突出した突出部を含む導光板と、前記突出
部の表面上に配置されて前記発光ユニットから前記突出
部側へ提供された光を前記導光板のコーナー部及び前記
コーナー部の周辺に向けて反射させる反射部材とを含む
。
【選択図】　　　図２Ｂ
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光を発生、出射するバックライトアセンブリと、
　前記光を受けて画像を表示する表示パネルとを有し、
　前記バックライトアセンブリは、前記光を発生させる発光ユニットと、
　前記発光ユニットから提供された光を前記表示パネル側へガイドし、側面から突出した
突出部を含む導光板と、
　前記突出部の表面上に配置されて前記発光ユニットから前記突出部側へ提供された光を
前記導光板のコーナー部及び前記コーナー部の周辺に向けて反射させる反射部材とを含む
ことを特徴とする表示装置。
【請求項２】
　前記導光板は、前記発光ユニットから提供された前記光が入射される第１面、前記入射
された前記光が出射される出射面、前記第１面と対向する第２面、及び前記第１面に対し
て傾いた傾斜面を有して前記第１面を前記第２面に連結する連結面を含み、
　前記傾斜面は、前記突出部の表面の中のいずれか１つであることを特徴とする請求項１
に記載の表示装置。
【請求項３】
　前記導光板は、前記連結面と対向する第３面を有し、前記第１面と前記第３面が会って
前記コーナー部が定義されることを特徴とする請求項２に記載の表示装置。
【請求項４】
　前記第１面、前記第２面、前記第３面、及び前記連結面は、前記導光板の側面であるこ
とを特徴とする請求項３に記載の表示装置。
【請求項５】
　平面上から見て、前記第１面と前記傾斜面は鋭角を形成し、前記鋭角は前記第１面から
前記傾斜面まで右回りに回転して定義されることを特徴とする請求項２に記載の表示装置
。
【請求項６】
　前記発光ユニットは、前記第１面に沿って延長された印刷回路基板と、
　前記印刷回路基板上に前記第１面に沿って配列されて前記光を発生する複数の発光ダイ
オードとを含むことを特徴とする請求項２に記載の表示装置。
【請求項７】
　前記反射部材は、前記傾斜面上に配置された反射層であることを特徴とする請求項２に
記載の表示装置。
【請求項８】
　前記表示パネルは、表示領域を含み、
　平面上から見て、前記突出部は前記表示領域から離隔するよう突出していることを特徴
とする請求項１に記載の表示装置。
【請求項９】
　光を発生、出射するバックライトアセンブリと、
　前記光を受けて画像を表示する表示パネルとを有し、
　前記バックライトアセンブリは、前記光を発生する発光ユニットと、
　前記発光ユニットから提供された光を前記表示パネル側へガイドする導光板とを含み、
　前記発光ユニットは、前記導光板と水平に配置されて平面上から見て前記導光板の第１
コーナー部と重畳される印刷回路基板と、
　前記印刷回路基板上に配置され、前記第１コーナー部を定義する２つの側面を通じて前
記導光板側に光を提供する複数の発光ダイオードとを含むことを特徴とする表示装置。
【請求項１０】
　前記導光板は、第１側面と、該第１側面と会って前記第１コーナー部を定義する第２側
面とを含み、前記複数の発光ダイオードの中の一部は前記第１面と対向し、前記複数の発
光ダイオードの中の他の残りは前記第２面と対向することを特徴とする請求項９に記載の
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表示装置。
【請求項１１】
　前記導光板は、前記第１側面と対向する第３側面及び前記第２側面と対向する第４側面
を含み、前記第１側面と前記第４側面が会って前記導光板の第２コーナー部が定義され、
前記複数の発光ダイオードの中で前記第２面と対向する部分は、前記第２コーナー部及び
前記第２コーナー部の周辺に光を提供することを特徴とする請求項１０に記載の表示装置
。
【請求項１２】
　前記複数の発光ダイオードの中の前記第１面と対向する発光ダイオードは複数で提供さ
れ、前記複数の発光ダイオードの中で前記第２面と対向する発光ダイオードは単数で提供
されることを特徴とする請求項１１に記載の表示装置。
【請求項１３】
　前記複数の発光ダイオードの中の前記第１面と対向する発光ダイオードは、前記第２面
と対向する発光ダイオードと直交するよう配置されることを特徴とする請求項１０に記載
の表示装置。
【請求項１４】
　底部及び前記底部から延長された側壁を具備して前記導光板及び前記発光ユニットを収
納する収納容器をさらに有し、
　前記印刷回路基板は、前記導光板と前記底部との間に位置することを特徴とする請求項
９に記載の表示装置。
 

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、バックライトアセンブリを有する表示装置に関し、より詳細には、バックラ
イトアセンブリ及びバックライトアセンブリから出射された光を利用して画像を表示する
表示パネルを含む表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置のようにそれ自体が光を発生させない表示パネルを含む表示装置はその構
成要素に、光を発生、出射するバックライトアセンブリを含む。
　バックライトアセンブリは、外部から電源を受信して光を発生させる発光ユニットを含
み、一般的に発光ユニットの光源として冷陰極蛍光ランプ（Ｃｏｌｄ　Ｃａｔｈｏｄｅ　
Ｆｌｕｏｒｅｓｃｅｎｔ　Ｌａｍｐ、ＣＣＦＬ）又はＬＥＤパッケージが適用され得る。
【０００３】
　バックライトアセンブリがＬＥＤパッケージを包含する場合に、ＬＥＤパッケージが印
刷回路基板上に複数に実装されて複数のＬＥＤパッケージは印刷回路基板から電源を受信
して発光する。
【０００４】
　一方、バックライトアセンブリの製造費用を減少させるために印刷回路基板上に実装さ
れる複数のＬＥＤパッケージの個数を減少させ、印刷回路基板の長さを減少させる方案が
提案されているが、この場合に、バックライトアセンブリから出力される光の輝度を均一
にするためにバックライトアセンブリの構造を変更しなければならないという問題がある
。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】米国特許第８，００７，１５８号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００６】
　本発明は上記従来の表示装置における問題点に鑑みてなされたものであって、本発明の
目的は、製造費用が減少され、光を均一に出力するバックライトアセンブリを含んで表示
品質が向上された表示装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するためになされた本発明による表示装置は、光を発生、出射するバッ
クライトアセンブリと、前記光を受けて画像を表示する表示パネルとを有し、前記バック
ライトアセンブリは、前記光を発生させる発光ユニットと、前記発光ユニットから提供さ
れた光を前記表示パネル側へガイドし、側面から突出した突出部を含む導光板と、前記突
出部の表面上に配置されて前記発光ユニットから前記突出部側へ提供された光を前記導光
板のコーナー部及び前記コーナー部の周辺に向けて反射させる反射部材とを含むことを特
徴とする。
【０００８】
　前記導光板は、前記発光ユニットから提供された前記光が入射される第１面、前記入射
された前記光が出射される出射面、前記第１面と対向する第２面、及び前記第１面に対し
て傾いた傾斜面を有して前記第１面を前記第２面に連結する連結面を含み、前記傾斜面は
、前記突出部の表面の中のいずれか１つであることが好ましい。
　前記導光板は、前記連結面と対向する第３面を有し、前記第１面と前記第３面が会って
前記コーナー部が定義されることが好ましい。
　前記第１面、前記第２面、前記第３面、及び前記連結面は、前記導光板の側面であるこ
とが好ましい。
　平面上から見て、前記第１面と前記傾斜面は鋭角を形成し、前記鋭角は前記第１面から
前記傾斜面まで右回りに回転して定義されることが好ましい。
　前記発光ユニットは、前記第１面に沿って延長された印刷回路基板と、前記印刷回路基
板上に前記第１面に沿って配列されて前記光を発生する複数の発光ダイオードとを含むこ
とが好ましい。
　前記反射部材は、前記傾斜面上に配置された反射層であることが好ましい。
　前記表示パネルは、表示領域を含み、平面上から見て、前記突出部は前記表示領域から
離隔するよう突出していることが好ましい。
【０００９】
　上記目的を達成するためになされた本発明による表示装置は、光を発生、出射するバッ
クライトアセンブリと、前記光を受けて画像を表示する表示パネルとを有し、前記バック
ライトアセンブリは、前記光を発生する発光ユニットと、前記発光ユニットから提供され
た光を前記表示パネル側へガイドする導光板とを含み、前記発光ユニットは、前記導光板
と水平に配置されて平面上から見て前記導光板の第１コーナー部と重畳される印刷回路基
板と、前記印刷回路基板上に配置され、前記第１コーナー部を定義する２つの側面を通じ
て前記導光板側に光を提供する複数の発光ダイオードとを含むことを特徴とする。
【００１０】
　前記導光板は、第１側面と、該第１側面と会って前記第１コーナー部を定義する第２側
面とを含み、前記複数の発光ダイオードの中の一部は前記第１面と対向し、前記複数の発
光ダイオードの中の他の残りは前記第２面と対向することが好ましい。
　前記導光板は、前記第１側面と対向する第３側面及び前記第２側面と対向する第４側面
を含み、前記第１側面と前記第４側面が会って前記導光板の第２コーナー部が定義され、
前記複数の発光ダイオードの中で前記第２面と対向する部分は、前記第２コーナー部及び
前記第２コーナー部の周辺に光を提供することが好ましい。
　前記複数の発光ダイオードの中の前記第１面と対向する発光ダイオードは複数で提供さ
れ、前記複数の発光ダイオードの中で前記第２面と対向する発光ダイオードは単数で提供
されることが好ましい。
　前記複数の発光ダイオードの中の前記第１面と対向する発光ダイオードは、前記第２面
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と対向する発光ダイオードと直交するよう配置されることが好ましい。
　底部及び前記底部から延長された側壁を具備して前記導光板及び前記発光ユニットを収
納する収納容器をさらに有し、前記印刷回路基板は、前記導光板と前記底部との間に位置
することが好ましい。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明に係る表示装置によれば、導光板へ入射された光の中で導光板の突出部が有する
傾斜面側へ提供された光は反射部材によって導光板のコーナー部側へ反射される。従って
、発光ユニットの配置にしたがって、提供される光量が減少してしまう導光板のコーナー
部へ提供する光量が補充されるので、導光板の全体領域に掛けて均一に光量が提供され得
るという効果がある。また、上述した構造を有する導光板を有するバックライトアセンブ
リから出射される光を利用して画像を表示する表示装置の表示品質が向上され得るという
効果がある。
　また、上述したように、反射部材を利用して導光板のコーナー部へ提供する光量が補充
されるので、発光ユニットは導光板のコーナー部まで配置されなくとも良い。従って、バ
ックライトアセンブリで発光ユニットが有する発光ダイオードの個数を減少させることが
でき、発光ダイオードが実装される印刷回路基板の長さが減少させることができるので、
バックライトアセンブリ及びこれを有する表示装置の製造費用が減少され得るという効果
がある。
　また、発光ユニットの発光ダイオードが配置される間隔が増加して互いに隣接する２つ
の発光ダイオードの間に対応して導光板へ入力される光量が少なくとも、反射部材で反射
されて導光板のコーナー部側へ進行する光を利用して導光板へ光量が少なく入射される部
分に光量が補充され得るという効果がある。
【００１２】
　また、本発明の他の表示装置によれば、平面上で見て、導光板のコーナー部と重畳され
るように印刷回路基板を導光板と水平に配置し、導光板の第１コーナー部を定義する２つ
の側面に対向するように印刷回路基板上に複数の発光ダイオードを配置する。従って、複
数の発光ダイオードを利用して第１コーナー部と対向する第２コーナー部側へ光を容易に
提供することができるという効果がある。従って、印刷回路基板及び複数の発光ダイオー
ドは第１コーナー部まで配置されなくとも良いので、バックライトアセンブリ及びこれを
有する表示装置の製造費用が減少され得るという効果がある。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の一実施形態による表示装置の分解斜視図である。
【図２Ａ】図１のＩ－Ｉ’線に沿って切断された面を示す断面図である。
【図２Ｂ】図１に示した発光ユニット、導光板、反射部材、及び表示パネルの結合状態を
示す分解斜視図である。
【図３】図２Ｂに示した導光板側へ入射された光の分布を示す平面図である。
【図４】本発明の他の実施形態による導光板及び発光ユニットを示す平面図である。
【図５】本発明のさらに他の実施形態による導光板及び発光ユニットを示す平面図である
。
【図６Ａ】本発明の他の実施形態による表示装置の断面図である。
【図６Ｂ】図６Ａに示す発光ユニット、導光板、反射部材、及び表示パネルの結合状態を
示す分解斜視図である。
【図７Ａ】本発明のさらに他の実施形態による表示装置の断面図である。
【図７Ｂ】図７Ａに示す発光ユニット、導光板、反射部材、表示パネル、及び収納容器の
結合状態を示す分解斜視図である。
【図８Ａ】本発明のさらに他の実施形態による発光ユニット、導光板、及び表示パネルの
結合状態を示す分解斜視図である。
【図８Ｂ】図８Ａに示す導光板側へ入射された光の分布を示す平面図である。



(6) JP 2014-142590 A 2014.8.7

10

20

30

40

50

【発明を実施するための形態】
【００１４】
　次に、本発明に係る表示装置を実施するための形態の具体例を図面を参照しながら説明
する。
【００１５】
　上記した本発明の目的、特徴、及び効果は図面に関連した実施形態を通じて容易に理解
され得る。但し、本発明はここで説明する実施形態に限定されなく、多様な形態に応用し
変形することもあり得る。むしろ後述される本発明の実施形態は本発明によって開示する
技術思想をより明確にし、さらに本発明が属する分野で平均的な知識を有する当業者に本
発明の技術思想が十分に伝達され得るように提供される。したがって、本発明の範囲が後
述される実施形態によって限定されることとして解釈されてはならない。
　一方、下記の実施形態と図面上に同一の参照番号は同一の構成要素を示す。
【００１６】
　図１は、本発明の一実施形態による表示装置の分解斜視図であり、図２Ａは図１のＩ－
Ｉ’線に沿って切断された面を示す断面図であり、図２Ｂは図１に示した発光ユニット、
導光板、反射部材、及び表示パネルの結合状態を示す分解斜視図である。
【００１７】
　図１、図２Ａ、及び図２Ｂを参照すると、表示装置６００は、バックライトアセンブリ
５００及び表示パネル５２０を含む。
　バックライトアセンブリ５００は光を発生、出射し、表示パネル５２０はバックライト
アセンブリ５００からの光を受けて表示領域ＤＡに画像を表示する。
【００１８】
　本実施形態では、表示パネル５２０は液晶表示パネルであり、この場合に、表示パネル
５２０は複数の画素電極を有する第１基板５２１、複数の画素電極と対向する共通電極を
有する第２基板５２２、及び第１基板５２１と第２基板５２２との間に介在する液晶層（
図示せず）を包含する。
　しかし、本発明は表示パネル５２０の種類に限定されることではない。例えば、表示パ
ネル５２０は、エレクトロ・ウェッティング表示パネル（Ｅｌｅｃｔｒｏｗｅｔｔｉｎｇ
　ｄｉｓｐｌａｙ　ｐａｎｅｌ）及びナノクリスタル表示パネル（ｎａｎｏ－ｃｒｙｓｔ
ａｌ　ｄｉｓｐｌａｙ　ｐａｎｅｌ）のように、自身では光を発生しない他の種類の表示
パネルであることもあり得る。
【００１９】
　バックライトアセンブリ５００は、発光ユニット１００、収納容器５８０、反射板５７
０、導光板５５０、モールドフレーム５３０、複数のシート５４０、及びカバー部材５１
０を含む。
【００２０】
　発光ユニット１００は、光を発生する。
　本実施形態では、発光ユニット１００は、印刷回路基板ＰＢ及び印刷回路基板ＰＢ上に
実装されて光を発生する複数の発光ダイオードＬＧを包含する。
　印刷回路基板ＰＢは、導光板５５０の第１面Ｓ１に沿って延長され、これによって、複
数の発光ダイオードＬＧから発生された光は第１面Ｓ１を通じて導光板５５０側へ入射さ
れる。
【００２１】
　本実施形態では、印刷回路基板ＰＢは、導光板５５０（の出射面）に対して垂直に配置
され得る。
　しかし、この実施形態と異なりに、図８Ａに示すように、印刷回路基板ＰＢは導光板５
５０（の出射面）に対して水平に配置できることもあり得る。
【００２２】
　収納容器５８０は、底部５８５及び底部５８５から延長される複数の側壁５８１を具備
して、バックライトアセンブリ５００の構成要素を収納する。
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　上述したように、印刷回路基板ＰＢが導光板５５０の第１面Ｓ１と隣接するように配置
される場合に、発光ユニット１００は複数の側壁５８１の中で第１面Ｓ１と対向する側壁
と第１面Ｓ１との間に配置され得る。
【００２３】
　導光板５５０は、発光ユニット１００で発生した光を受けて光を表示パネル５２０側へ
ガイドする。
　より詳細には、発光ユニット１００で発生した光は、第１面Ｓ１を通じて導光板５５０
の内部へ入射され、導光板５５０の内部へ入射された光は出射面ＥＳを通じて導光板５５
０から出射される。
　本実施形態では、導光板５５０は、突出部５５５を包含し、突出部５５５は導光板５５
０の一側面から突出される。
【００２４】
　導光板５５０は、第１面Ｓ１及び出射面ＥＳの以外に、第１面と対向する第２面Ｓ２、
第３面Ｓ３、及び第１面Ｓ１と傾斜する傾斜面ＳＳを有する連結面ＬＳを包含する。
　本実施形態では、第１～第３面（Ｓ１、Ｓ２、Ｓ３）及び連結面ＬＳは導光板５５０の
側面であり、この場合に、傾斜面ＳＳは突出部５５５が有する表面の中のいずれか１つで
ある。
　連結面ＬＳは、第１面Ｓ１と第２面Ｓ２との間に順次的に配列されて第１面Ｓ１と第２
面Ｓ２を連結し、第３面Ｓ３は連結面ＬＳと対向する。
【００２５】
　本実施形態では、連結面ＬＳは第１連結面ＬＳ１、傾斜面ＳＳ、及び第２連結面ＬＳ２
を包含し、第１連結面ＬＳ１、傾斜面ＳＳ、及び第２連結面ＬＳ２は第１面Ｓ１と第２面
Ｓ２との間に順次的に配列される。即ち、連結面ＬＳの中で第１連結面ＬＳ１は第１面Ｓ
１と連結され、第２連結面ＬＳ２は第２面Ｓ２に連結され、傾斜面ＳＳは第１連結面ＬＳ
１と第２連結面ＬＳ２とを連結する。
【００２６】
　本実施形態では、平面上から見て第１面Ｓ１及び第２面Ｓ２の各々は第１方向Ｄ１に並
行し、平面上から見て第１及び第２連結面ＬＳ１、ＬＳ２の各々は第１方向Ｄ１と実質的
に直交する第２方向Ｄ２に並行する。
　また、平面上から見て傾斜面ＳＳは、第１及び第２方向Ｄ１、Ｄ２と異なる第３方向Ｄ
３と並行し、平面上から見て突出部５５５及び突出部５５５が有する傾斜面ＳＳは表示領
域ＤＡと離隔している。
【００２７】
　また、平面上から見て第１面Ｓ１は、傾斜面ＳＳと鋭角を形成し、この鋭角は第１面Ｓ
１から傾斜面ＳＳまで右回りに回転して定義され得る。
　また、本実施形態では、複数の発光ダイオードＬＧは、第１面Ｓ１に沿って配列され、
平面上から見て複数の発光ダイオードＬＧの中で最初に配置された発光ダイオードと最後
に配置された発光ダイオードとの間の距離を第１離隔距離ＬＴ２と定義し、平面上から見
て第１面Ｓ１の長さを第１長さＬＴ１と定義すれば、第１離隔距離ＬＴ２は第１長さＬＴ
１より小さい。
【００２８】
　また、印刷回路基板ＰＢは、大略的に第１離隔距離ＬＴ２に対応する長さを有すること
ができるので、印刷回路基板ＰＢの長さは第１長さＬＴ１より小さい。
　したがって、印刷回路基板ＰＢが高価なメタルコア印刷回路基板（ｍｅｔａｌ　ｃｏｒ
ｅ　ｐｒｉｎｔｅｄ　ｃｉｒｃｕｉｔ　ｂｏａｒｄ、ＭＣＰＣＢ）である場合に、印刷回
路基板ＰＢが第１長さＬＴ１に対応する長さを有する必要がないので、印刷回路基板ＰＢ
の製造単価を減少させることができ、印刷回路基板ＰＢ上に配置される発光ダイオードＬ
Ｇの個数を減少されることができる。
【００２９】
　反射部材ＲＭは、突出部５５５の表面上に配置され、より詳細には、反射部材ＲＭは、
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傾斜面ＳＳ上に配置される。
　したがって、発光ユニット１００から発生して第１面Ｓ１及び傾斜面ＳＳを順次に透過
した光は反射部材ＲＭで反射されて導光板５５０のコーナー部（第１面Ｓ１と第３面Ｓ３
でなす）及びコーナー部の周辺へ提供される。
　したがって、傾斜面ＳＳ上に反射部材ＲＭを配置することによって、導光板５５０のコ
ーナー部及びコーナー部の周辺へ提供される光量と導光板５５０の残る部分へ提供される
光量の差を減少させることができる。これについては、図３を参照してより詳細に説明さ
れる。
【００３０】
　本発明の実施形態では、反射部材ＲＭは、第１面Ｓ１と傾斜面ＳＳを連結する第１連結
面ＬＳ１上にさらに配置することもできる。
　また、本発明の実施形態では、反射部材ＲＭは反射テープであり得る。
　反射テープは、その表面がミラーのような機能を有するように、表面は銀Ａｇ及びアル
ミニウムのような反射物質でコーティングされるか、或いは表面は白色のポリエチレンテ
レフタレート（ｐｏｌｙｅｔｈｙｌｅｎｅ　ｔｅｒｅｐｈｔｈａｌａｔｅ、ＰＥＴ）、及
びポリカーボネート（ｐｏｌｙ　ｃａｒｂｏｎａｔｅ、ＰＣ）のような光を反射させる物
質でコーティングされ得る。
【００３１】
　また、本発明の他の実施形態では、反射部材ＲＭは、傾斜面ＳＳ上に配置された反射層
であることもあり得る。
　この場合に、反射層は、アルミニウムのように光反射度が優れた物質が傾斜面ＳＳ上に
蒸着されて形成されるか、或いは傾斜面ＳＳ上に白色のアクリル系列の物質が塗布されて
形成され得る。
【００３２】
　反射板５７０は、ポリエチレンテレフタレート（ｐｏｌｙｅｔｈｙｌｅｎｅ　ｔｅｒｅ
ｐｈｔｈａｌａｔｅ、ＰＥＴ）及びアルミニウムのような光を反射する物質を含んで収納
容器５８０の底部５８５と導光板５５０との間に配置される。
　したがって、発光ユニット１００から発生して導光板５５０側へ入射されなかった光は
反射板５７０によって反射された後、導光板５５０へ入射され得る。
【００３３】
　モールドフレーム５３０は、収納容器５８０に結合されて導光板５５０の縁を収納容器
５８０の底部５８５に支持する。
　モールドフレーム５３０の一部分は、底部５８５と平行な方向に延長されて複数のシー
ト５４０及び表示パネル５２０がモールドフレーム５３０上に安着され得る。
【００３４】
　複数のシート５４０は、表示パネル５２０と導光板５５０との間に配置される。
　複数のシート５４０は、導光板５５０から出射されて表示パネル５２０側へ入射される
光の経路を調節する光学シートを包含する。
　本発明の実施形態では、複数のシート５４０は各々が導光板５５０から出射された光を
拡散させる上部拡散シート５４１、下部拡散シート５４３、及び導光板５５０から出射さ
れた光を集光するプリズムシート５４２を包含することができる。
【００３５】
　カバー部材５１０は、表示パネル５２０の表示領域ＤＡが露出されるようにその一部が
開口され、表示パネル５２０の枠をカバーして収納容器５８０と結合される。
　カバー部材５１０が、収納容器５８０と締結されることによって、収納容器５８０が有
する収納空間内にバックライトアセンブリ５００の構成要素が安定的に収納され得る。
【００３６】
　図３は、図２Ｂに示した導光板側へ入射された光の分布を示す平面図である。
　図３を参照すると、発光ユニット１００は、印刷回路基板ＰＢ及び印刷回路基板ＰＢ上
に実装された複数の発光ダイオードＬＧを含む。
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　複数の発光ダイオードＬＧは、導光板５５０の第１面Ｓ１に沿って配列されて、複数の
発光ダイオードＬＧから発生された光は第１面Ｓ１を通じて導光板５５０側へ入射される
。
【００３７】
　本実施形態で、複数の発光ダイオードＬＧの個数を６つであると仮定し、６つの発光ダ
イオードＬＧの中で最初に配置された発光ダイオードから最後に配置された発光ダイオー
ドを順次に第１～第６発光ダイオード（ＬＧ１、ＬＧ２、ＬＧ３、ＬＧ４、ＬＧ５、ＬＧ
６）であると定義する。
　本実施形態で、第１～第６発光ダイオード（ＬＧ１、ＬＧ２、ＬＧ３、ＬＧ４、ＬＧ５
、ＬＧ６）の各々から出射された光が放射される角度は互いに同一であり、放射される角
度は平面上から見て約１００°～約１５０°であり得る。
【００３８】
　例えば、第１発光ダイオードＬＧ１から発生される第１光Ｌ１が放射される第１放射角
度Ｇ１及び第５発光ダイオードＬＧ５から発生される第２光Ｌ２が放射される第２放射角
度Ｇ２の各々の大きさは約１００°～約１５０°であり、より詳細には、約１２０°であ
り得る。
　したがって、第１及び第５発光ダイオードＬＧ１、ＬＧ５の間に位置した第２～第４発
光ダイオード（ＬＧ２、ＬＧ３、ＬＧ４）から発生される光が導光板５５０内に放射され
る範囲は、第１及び第５発光ダイオードＬＧ１、ＬＧ５から発生される光が導光板５５０
内に放射される範囲の間に位置することができる。
【００３９】
　また、発光ダイオードＬＧの中で導光板５５０の突出部５５５に最も隣接する第６発光
ダイオードＬＧ６は、突出部５５５を介して反射部材ＲＭと対向する。
　したがって、第６発光ダイオードＬＧ６から発生した第３光Ｌ３は、第１面Ｓ１及び傾
斜面ＳＳを順次に通過した後、反射部材ＲＭによって反射されて導光板５５０の第１コー
ナー部ＣＰ１及び第１コーナー部ＣＰ１の周辺側へ進行する。
　第１コーナー部ＣＰ１及び第１コーナー部ＣＰ１の周辺を第１部分Ａ１として定義すれ
ば、上述した経路にしたがって進行する第３光Ｌ３によって第１部分Ａ１側へ提供される
光量を増加させることができる。導光板５５０で第１コーナー部ＣＰ１は第１面Ｓ１と第
３面Ｓ３が会う部分として定義される。
【００４０】
　一方、本実施形態と異なりに、発光ユニット１００が第１～第５発光ダイオード（ＬＧ
１、ＬＧ２、ＬＧ３、ＬＧ４、ＬＧ５）のみで構成された場合に、第１～第５発光ダイオ
ード（ＬＧ１、ＬＧ２、ＬＧ３、ＬＧ４、ＬＧ５）から発生した光が導光板５５０内に放
射される範囲を考慮すると、導光板５５０の第１部分Ａ１側へ提供される第１光量は第１
部分Ａ１を除外した導光板５５０の残る部分側へ提供される第２光量より少ないことがあ
り得る。
　しかし、本実施形態では、発光ユニット１００は、第６発光ダイオードＬＧ６、傾斜面
ＳＳを有する突出部５５５及び反射部材ＲＭを包含するので、先に上述した経路にしたが
って進行する第３光Ｌ３によって第１光量を補充することができるので、第１光量と第２
光量の差が最小化になり得る。
【００４１】
　また、本実施形態と異なりに、発光ユニット１００が第１～第５発光ダイオード（ＬＧ
１、ＬＧ２、ＬＧ３、ＬＧ４、ＬＧ５）のみで構成された場合に、第１～第５発光ダイオ
ード（ＬＧ１、ＬＧ２、ＬＧ３、ＬＧ４、ＬＧ５）から発生した光が導光板５５０内に放
射される範囲を考慮すると、導光板５５０の第２コーナー部ＣＰ２及び第２コーナー部Ｃ
Ｐ２の周辺で定義される第２部分Ａ２へ提供される第３光量は第１光量より少ないことが
あり得る。
　しかし、本実施形態では、発光ユニット１００は第６発光ダイオードＬＧ６、傾斜面Ｓ
Ｓを有する突出部５５５及び反射部材ＲＭを含み、第６発光ダイオードＬＧ６から発生し
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た第３光Ｌ３は、約１００°～約１５０°に放射されて反射部材ＲＭで反射されるので、
反射した第３光Ｌ３の一部が第２部分Ａ２側へ提供されて第３光量が補充され得る。
【００４２】
　上述した内容を総合すれば、本実施形態では、導光板５５０の第１及び第２部分Ａ１、
Ａ２へ提供される光量及び第１及び第２部分Ａ１、Ａ２を除外した導光板５５の他の部分
へ提供される光量の差を最少化することができるので、これによって、導光板５５０の全
体領域に掛けて出力される光の光量が均一になり得る。
【００４３】
　図４は、本発明の他の実施形態による導光板及び発光ユニットを示す平面図である。
　図４では光を出力する発光ユニット１０１及び光が入射される導光板５５０を示し、発
光ユニット１０１は、図１に示した表示装置（図１の符号６００）の発光ユニット（図１
の符号１００）を代替することができる。
　したがって、図４を説明することにおいて、先に説明した構成要素に対しては図面符号
を併記し、構成要素に対する重複した説明は省略する。
【００４４】
　図４を参照すれば、発光ユニット１０１は、印刷回路基板ＰＢ＿１及び印刷回路基板Ｐ
Ｂ＿１に実装される複数の発光ダイオードＬＧを含む。
　本実施形態では、平面上から見て複数の発光ダイオードＬＧは、導光板５５０の第１面
Ｓ１の一側から他側まで順次に配列される。
　仮に、本実施形態と異なり、発光ユニット１０１が第１～第５発光ダイオード（ＬＧ１
、ＬＧ２、ＬＧ３、ＬＧ４、ＬＧ５）のみで構成される場合に、第１～第５発光ダイオー
ド（ＬＧ１、ＬＧ２、ＬＧ３、ＬＧ４、ＬＧ５）の各々から発生する光は、約１００°～
約１５０°の放射角度で導光板５５０内へ提供される。
【００４５】
　この場合に、導光板５５０で第１部分Ｐ１及び第３部分Ｐ３のように第１～第５発光ダ
イオード（ＬＧ１、ＬＧ２、ＬＧ３、ＬＧ４、ＬＧ５）の各々の位置に対応する部分の各
々へ提供される光量を第１光量であると定義し、第２部分Ｐ２及び第４部分Ｐ４のように
第１～第５発光ダイオード（ＬＧ１、ＬＧ２、ＬＧ３、ＬＧ４、ＬＧ５）の中で互いに隣
接する２つの間に対応する部分の各々へ提供される光量を第２光量であると定義すれば、
第２光量は第１光量より小さいことがあり得る。
　しかし、本実施形態では、発光ユニット１０１は傾斜面ＳＳと対向する第６発光ダイオ
ードＬＧ６を含み、これによって、第６発光ダイオードＬＧ６から発生して反射部材ＲＭ
で反射される第３光Ｌ３を利用して第２光量を補充することができるので、第１光量と第
２光量との間の差が最小化になり得る。
【００４６】
　また、第３光Ｌ３によって第２光量のみならず、第１光量も増加することができるが、
第１及び第３部分Ｐ１、Ｐ３で発光ユニット１０１から発生した光は第１面Ｓ１を入射す
る時、第１面Ｓ１で散乱され、これによって第１及び第３部分Ｐ１、Ｐ３は輝度が大きく
減少させられる。
　したがって、第３光Ｌ３によって第１及び第２光量が補充されても、第３光Ｌ３によっ
て第１光量が補充される効果より第２光量が補充される効果が大きいので、全般的に第３
光Ｌ３によって導光板５５０の全体領域に掛けて出力される輝度が均一になる効果が発生
され得る。
【００４７】
　さらに、図３及び図４に示した実施形態を比較する時、図４に示した実施形態では第２
及び第４部分Ｐ２、Ｐ４へ提供される第３光Ｌ３の光量が増加されるように傾斜面ＳＳと
第１面Ｓ１とが形成する角度ＡＧが図３に示した実施形態の場合に比べて小さくなり得る
。
【００４８】
　図５は、本発明のさらに他の実施形態による導光板及び発光ユニットを示す平面図であ
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る。
　図５では光を出力する発光ユニット１０２及び光が入射される導光板５５１を示し、光
ユニット１０２は図１に示した表示装置（図１の符号６００）の発光ユニット（図１の符
号１００）を代替することができ、導光板５５１は図１に示した導光板（図１の符号５５
０）を代替することができる。
　図５を説明することにおいて、先に説明した構成要素に対しては図面符号を併記し、構
成要素に対する重複した説明は省略する。
【００４９】
　図５を参照すると、発光ユニット１０２は、印刷回路基板ＰＢ＿２及び印刷回路基板Ｐ
Ｂ＿２に実装される複数の発光ダイオードＬＧを含む。
　図１に示した実施形態では光が入射される第１面（図１の符号Ｓ１）は導光板（図１の
符号５００）を定義する短辺の中のいずれか１つであると定義したが、図５に示す実施形
態では光が入射される第１面Ｓ１は導光板５５１を定義する長辺の中のいずれか１つであ
ると定義する。
【００５０】
　本実施形態でも前述の実施形態と同様に、複数の発光ダイオードＬＧの中で突出部５５
５に最も隣接する第６発光ダイオードＬＧ６は傾斜面ＳＳに対向するように配置され、こ
れによって、第６発光ダイオードＬＧ６から発生した第３光Ｌ３は、第１面Ｓ１及び傾斜
面ＳＳを順次に透過した以後に反射部材ＲＭで反射されて導光板５５１の第１及び第２部
分Ａ１、Ａ２側へ提供される。
　したがって、導光板５５１の全体に掛けて均一な光量が提供でき、これによって、導光
板５５１は全体領域に掛けて出力される光の輝度が均一になり得る。
【００５１】
　図６Ａは、本発明の他の実施形態による表示装置の断面図であり、図６Ｂは、図６Ａに
示す発光ユニット、導光板、反射部材、及び表示パネルの結合状態を示す分解斜視図であ
る。
　図６Ａ及び図６Ｂに示す表示装置６０１は、図１及び図２Ａに示した表示装置６００に
比べて構成要素として離隔部材ＳＴを構成要素としてさらに含む。
　したがって、図６Ａ及び図６Ｂを説明することにおいて、先に図１、図２Ａ、図２Ｂ及
び図３を参照して説明した構成要素に対しては図面符号を併記し、構成要素に対する重複
した説明は省略する。
【００５２】
　図６Ａ及び図６Ｂを参照すると、本実施形態で表示装置６０１は、離隔部材ＳＴをさら
に含む。
　離隔部材ＳＴは、発光ユニット１００と導光板５５０との間に配置されて発光ユニット
１００と導光板５５０との間の間隔を維持する。また、離隔部材ＳＴには複数の発光ダイ
オードＬＧの位置に対応して貫通ホールＨＬが形成され、これによって、複数の発光ダイ
オードＬＧから発生する光は貫通ホールＨＬ及び第１面Ｓ１を通じて導光板５５０側へ入
射され得る。
　本実施形態で、離隔部材ＳＴは、シリコンのような絶縁性物質含むことができる。した
がって、印刷回路基板ＰＢから発生する熱は導光板５５０側へ直接的に伝達されないので
、熱によって導光板５５０の形状が変形することが防止され得る。
【００５３】
　図７Ａは、本発明のさらに他の実施形態による表示装置の断面図であり、図７Ｂは図７
Ａに示す発光ユニット、導光板、反射部材、表示パネル、及び収納容器の結合状態を示す
分解斜視図である。
　図７Ａ及び図７Ｂに示す表示装置６０２は、図１及び図２Ａに示した表示装置６００に
比べて構成要素として離隔部材５８６を構成要素としてさらに含む。
　したがって、図７Ａ及び図７Ｂを説明することにおいて、先に図１、図２Ａ、図２Ｂ及
び図３を参照して説明した構成要素に対しては図面符号を併記し、構成要素に対しては重
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複した説明は省略する。
【００５４】
　図７Ａ及び図７Ｂを参照すると、本実施形態で表示装置６０２は、離隔部材５８６を含
む。
　離隔部材５８６は、発光ユニット１００と導光板５５０との間に配置されて発光ユニッ
ト１００と導光板５５０との間の間隔を維持させる。また、離隔部材５５０には複数の発
光ダイオードＬＧの位置に対応して貫通ホールＨＬ＿１が形成され、これによって、複数
の発光ダイオードＬＧから発生する光は貫通ホールＨＬ＿１及び第１面Ｓ１を通じて導光
板５５０側へ入射される。
【００５５】
　本実施形態で、離隔部材５８６は、収納容器５８０の底部５８５から延長されて収納容
器５８０の側壁５８１と水平であり得る。
　したがって、印刷回路基板ＰＢから発生する熱は、導光板５５０側へ直接伝達されなく
、熱は離隔部材５８６側へ伝達されて収納容器５８０を通じて外部へ容易に放出すること
ができ、これによって、熱によって導光板５５０の形状が変形することが防止され得る。
【００５６】
　図８Ａは、本発明のさらに他の実施形態による発光ユニット、導光板、及び表示パネル
の結合状態を示す分解斜視図であり、図８Ｂは図８Ａに示す導光板側へ入射された光の分
布を示す平面図である。
　図８Ａ及び図８Ｂに示す実施形態によるバックライトアセンブリは、導光板５５２及び
発光ユニット１０３を除外すれば、図１に示したバックライトアセンブリ（図１の符号５
００）と同一な構成を有する。
　したがって、図８Ａ及び図８Ｂを説明することにおいて、導光板５５２及び発光ユニッ
ト１０３の構造に対して主に説明し、残る構成要素に対しては図面符号を併記し、構成要
素に対しては重複した説明は省略する。
【００５７】
　図８Ａ及び図８Ｂを参照すると、発光ユニット１０３は、印刷回路基板ＰＢ＿３及び印
刷回路基板ＰＢ＿３上に配置された複数の発光ダイオードＬＧを含む。
　本実施形態では、印刷回路基板ＰＢ＿３は導光板５５２と水平に配置され、複数の発光
ダイオードＬＧは導光板５５２の入射面と対向するよう配置される。
　これによって、印刷回路基板ＰＢ＿３は、導光板５５２と収納容器５８０の底部５８５
との間に配置される。
【００５８】
　本実施形態では、印刷回路基板ＰＢ＿３は、導光板５５２の第１コーナー部ＣＰ１と重
畳する。
　導光板５５２が第１面Ｓ１、第１面Ｓ１と対向する第２面Ｓ２、第３面Ｓ３、及び第３
面Ｓ３と対向する第４面Ｓ４を有し、第１コーナー部ＣＰ１は第１面Ｓ１と第４面Ｓ４が
会って定義されるものであり、第２コーナー部ＣＰ２は第１面Ｓ１と第３面Ｓ３が会って
定義されるものである。
【００５９】
　本実施形態では、複数の発光ダイオードＬＧの中で第１面Ｓ１と対向する発光ダイオー
ドは複数に提供され、複数の発光ダイオードＬＧの中で第４面Ｓ４と対向する発光ダイオ
ードは単数で提供される。
　例えば、複数の発光ダイオードＬＧが第１～第６発光ダイオード（ＬＧ１、ＬＧ２、Ｌ
Ｇ３、ＬＧ４、ＬＧ５、ＬＧ６）を含むと仮定する時、第１～第５発光ダイオード（ＬＧ
１、ＬＧ２、ＬＧ３、ＬＧ４、ＬＧ５）は第１面Ｓ１と対向し、第６発光ダイオードＬＧ
６は第４面Ｓ４と対向する。この場合、第１面Ｓ１は第１方向Ｄ１に延長され、第４面Ｓ
４は第１方向Ｄ１と実質的に直交する第２方向Ｄ２に延長されるので、第１～第５発光ダ
イオード（ＬＧ１、ＬＧ２、ＬＧ３、ＬＧ４、ＬＧ５）の各々は第６発光ダイオードＬＧ
６と実質的に直交して配置される。
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　上述した導光板５５２及び発光ユニット１０３の構造によれば、第６発光ダイオードＬ
Ｇ６から発生した第３光Ｌ３は第４面Ｓ４を通過した後、導光板５５０の第２コーナー部
ＣＰ２及び第２コーナー部ＣＰ２の周辺側へ進行する。
　第２コーナー部ＣＰ２及び第２コーナー部ＣＰ２の周辺を第１部分Ａ１として定義すれ
ば、上述した経路にしたがって進行する第３光Ｌ３によって第１部分Ａ１側へ提供される
第１光量が増加する。これによって、第１光量と第１部分Ａ１を除外した導光板５５０の
残る部分に提供される光量との差が減少される。
　また、第６発光ダイオードＬＧ６から提供される第３光Ｌ３の放射範囲は、第１コーナ
ー部ＣＰ１及び第１コーナー部ＣＰ１の周辺で定義される導光板５５２の第２部分Ａ２を
カバーすることができるので、第２部分Ａ２側に提供される光量が補充され得る。
【００６１】
　尚、本発明は、上述の実施形態に限られるものではない。本発明の技術的範囲から逸脱
しない範囲内で多様に変更実施することが可能である。
【符号の説明】
【００６２】
　１００　　発光ユニット
　５００　　バックライトアセンブリ
　５１０　　カバー部材
　５２０　　表示パネル
　５２１　　第１基板
　５２２　　第２基板
　５３０　　モールドフレーム
　５４０　　複数のシート
　５４１　　上部拡散シート
　５４２　　プリズムシート
　５４３　　下部拡散シート
　５５０　　導光板
　５５５　　突出部
　５７０　　反射板
　５８０　　収納容器
　６００　　表示装置
　ＲＭ　　反射部材
　ＰＢ　　印刷回路基板
　ＬＧ　　発光ダイオード
　ＳＳ　　傾斜面
　ＬＳ　　連結面
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